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新型コロナウィルス（COVID-19）感染症収束の見通しが立たない状況下、コンサート開催の方法を模
索した。会場スタッフと連携し、感染防止対策を講じた上でコンサートを開催することができた。本報告で
は、開催までの経緯と今後の演奏活動への課題について述べる。
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1．はじめに
本コンサートは、当初2020年8月に開催を予定

しており、2019年よりコンサート会場（長岡リリッ
クホール・新潟県長岡市）の予約・確保を行った上
で準備を進めていた。ところが、2020年2月に新型
コロナウィルス（COVID-19）が蔓延し始め、各地
でコンサートなどのイベントの多くが延期または中
止を余儀なくされた。本コンサートも会場スタッフ
と出演者間で開催の可否に関する協議がなされた結
果、延期の判断に至った。その後、会場スタッフの
感染対策に関する弛まぬ努力により、空調設備によ
る換気の徹底、検温機器の設置、ホール内における
全ての施設に消毒用アルコールの設置、利用者に対
するソーシャルディスタンスの周知などが講じら
れ、感染者及び濃厚接触者の該当者は存在しなかっ
た。このことから1年後の2021年8月の開催に向け

て、改めて準備を進めることとなった。本稿では、
コロナ禍におけるコンサートの準備、コンサートの
実際、聴衆の感想と今後の課題について報告する。

2．タンブル・ヴァッソについて
1988年に結成され新潟県吹奏楽連盟に加盟して

いるバリ・チューバアンサンブルの非営利団体であ
る。1999年に髙島が音楽監督に就任し、今日まで
24年間音楽全般の指導を続けている。2001年度に
は新潟県アンサンブルコンテストにおいて初の金賞
を受賞し、西関東アンサンブルコンテストに新潟県
代表として初めて推薦された。以降、新潟県アンサ
ンブルコンテストでは2002 〜 2005年度、2007
年度、2009年度、2010年度に金賞を受賞、その
うち2002年度、2007年度、2009年度、2010年
度は西関東大会に推薦されている。また、学校教育
現場においては演奏による教育活動に貢献してお
り、新潟県内の小中学校及び高等学校にてコンサー
トを13公演行った。また、近年はアンサンブルだ
けでなく独奏による演奏活動も積極的に行ってお
り、佐藤（磨）は2006年度に新潟県音楽コンクー
ル（管楽部門・独奏・一般）優秀賞、角田は2018
年度日本ユーフォニアム・チューバ協会チャレンジ
ソロコンテスト準グランプリを受賞、2019年度新
潟県音楽コンクール入選、2021年度同コンクール
優秀賞をそれぞれ受賞している。
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3．感染症対策について
出演者と会場スタッフによる打ち合わせを行っ

た。その際、会場スタッフよりガイドライン（図1）
が提示され、それを基準にコンサート当日の感染症
対策について検討を行うこととした。

図1　ガイドライン

（1）	ロビーにおける感染症対策（図2）

図2
・�開場前の対応として入場待ちの列を1メートル

間隔で確保し整理するために受付スタッフを1
名置く。

・�開場からコンサート開始前までの間、休憩中及
びコンサート終了後のドアは換気のため常に開
放の状態にする。

・�使用するホールの出入口は2箇所あり、開場か
らコンサート終了（聴衆の退場前）までの間、

それぞれ入口専用と出口専用としロビー側ドア
前に立て看板を設置、一方通行となるよう徹底
する。

・�入口の混雑を防ぐためにチケット及びプログラ
ム配布受付を入口ドア両脇の2箇所に設置し、
それぞれ受付スタッフを2名ずつ置き、聴衆に
消毒・検温の協力をお願いする。

・�花束、贈り物などの受付は、間隔を空けて入口
左チケット及びプログラム配布受付の左手前に
設置し、受付スタッフを1名置く。

・�コンサート終了後、アンケート等の記載場所は
ロビー中央寄りに机4台を間隔を空けて設置し、
受付スタッフを1名置く。

（2）	ホール内における感染症対策（図3）

図3

・�演奏者が楽器を吹くときの飛沫等防止の観点か
ら、客席の最前列から3列目を封鎖する。

・�聴衆同士の間隔を確保するため4列目から最後
列まで1席ずつ間隔を空ける。

・�コンサート開始時、休憩時及びコンサート終了
時には、出入口2箇所のホール側・ロビー側に
受付スタッフを1名ずつ（4名）配置し、事前
にドアノブを消毒した上でドアの開閉を行う。

・�聴衆にはコンサート開催中もマスクの着用をお
願いする。

・�コンサート終了後における聴衆の退場に関して
は、出入口の一方通行を解除し、且つドア付近
の混雑を避けるために①〜③のグループに分け
て順に退場させる。

・�ステージ上では楽器から出る水分を床に落とさ
ないように、吸水シートを設置する。
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・�演奏時、奏者の配置は最低1メートル以上の間
隔を保つことを確認する。

（3）	チェックシートの記入

図4　チェックシート

・�チラシの裏面に感染症対策の案内と提出用の
チェックシートを掲載する（図4）。

・�感染者及び濃厚接触者が出た場合を想定し、聴
衆には来場する際、事前にチェックシートを記
入して当日提出してもらうこととする。

・�未記入者のために、当日アンケート等の記載場
所にチェックシートを設置し、記入・提出して
もらう。

・�チェックシートはコンサート当日より1か月保
管することとする。

結果として該当者はいなかった。

4．コンサートの実際
（1）楽曲の選択

コンサートにおける楽曲の選択に関しては、髙島
（2020）の（4）プログラムの構成および（5）楽
曲の選択を参考としたことに加え、髙島とメンバー
五人で協議し、新たに以下の2点の要素を取り入れ
ることを検討した。

①	 吹奏楽曲のオリジナル作品を編曲した楽曲
吹奏楽や管楽器の愛好家、または中高生の吹奏楽

部員がコロナ禍の影響でコンクールの中止、活動の
制限や停止を受けて楽器を演奏することが困難な状
況となったことから、メンバーが電話やメール、

SNS、または直接活動場所に出向き、希望を調査し
た。その結果、吹奏楽曲を聴きたいとの意見が多く
寄せられたことから検討することとした。

②	 古典派の作品を編曲したコンサートのメインと
する楽曲
コロナ禍以前より小中学校を中心とした教育現場

で演奏機会が増え、楽曲のレパートリーを拡充する
必要があることを確認していた。そこで、鑑賞教材
として教科書に掲載され、且つ現場の児童生徒や教
師からのリクエストも多い、ベートーヴェン作曲：
交響曲第5番「運命」はどうかという提案があり、
髙島が編曲することで試みることとした。

これらにより以下のプログラムを構成した。

第1部
・東海林　修：Disco Kid
（吹奏楽オリジナル作品の編曲，演奏時間4分）
・Alfred H.Bartles：The When Tubas Waltz
（バリ・チューバオリジナル作品，演奏時間5分）
・John Stevens：Dances
（バリ・チューバオリジナル作品，演奏時間5分）
・Alfred Reed：Armenian Dances PartⅠ
（吹奏楽オリジナル作品の編曲，演奏時間11分）

第2部
・�Aldo Rafael Forte：Tuba Latinas Overture 

for Tuba Ensemble and Percussion
（バリ・チューバオリジナル作品，演奏時間7分）
・Alan Menken：Friend Like Me
（ミュージカル作品の編曲，演奏時間5分）
・Franz Lehar：The Merry Widow Selections
（オーケストラ作品の編曲，演奏時間10分）
・�Ludwig van Beethoven：Symphony No.5 

第1楽章 Allegro con brio
（オーケストラ作品の編曲，演奏時間8分）
・岡野貞一：ふるさと
（文部省唱歌の編曲作品、演奏時間3分）

実際のコンサートでは、楽曲間に楽曲や楽団につい
ての説明、祝電の披露などを交えながら進行させた。

5．コンサート終了後の聴衆の反応
プログラムと共に事前にアンケート用紙を配布
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し、聴衆44人の回答を得ることができた。結果は
以下のとおりである。

1）�性別：男18名 女25名 無回答1名
2）�年代：10歳代7名 20歳代10名 30歳代4名

40歳代5名 50歳代7名 60歳代5名 70歳代
2名 80歳代1名 無回答3名

3）印象に残った曲
・Disco Kid　7名
・The When Tubas Waltz  8名
・Dances  15名
・Armenian Dances PartⅠ  13名
・�Tuba  La t inas  Over tu re  fo r  Tuba 

Ensemble and Percussion  10名
・Friend Like Me  11名
・The Merry Widow Selections　12名
・�Symphony No.5 第1楽章 Allegro con brio 

23名
・ふるさと 10名

4）企画・選曲について（自由記述）
・�プログラムのバリエーションが良く、バリ

チューアンサンブルの可能性を感じ、楽しめ
た。

・�知っている曲と初めて聞く曲のバランスが個
人的にはちょうどよかった。

・�今まで聞いたことのある「運命」と違い優し
い感じがしました。

・�楽器のいろいろなキャラクターが見られた。
・�大好きな曲が多くありました
・�吹奏楽曲がやっぱり好きです。
・�1人1人の音がいろんな曲で聞けて良かった

です。
・�バリチューバでアルメニアンダンスが聞ける

とは思いませんでした。
・�大曲のバリチューバ編成は新鮮でした、懐か

しくもありました。
・�初めてバリチューバの演奏を聴いたが、優し

い音で心地よかった。
・トークが面白かった。
・�有名な曲からバリチューバの曲まで多様な選

曲でよかった。
・�アップテンポの曲をうまく演奏されていて素

晴らしかったです。
・�ユーフォとチューバだけで聞くことがない曲

がたくさんあって新しい感じがした。

・�20数年ぶりにダンスが聞けてうれしかった。
ふるさとに感動しました。

・�楽しめた。
・�聞いていて楽しくなりました。とても心地よ

かったです。
・とても楽しかったです。
・�コロナで沈んでいた心が少し晴れた気がしま

した。

6．成果と課題
まず、コンサートを終えて感染症対策に関するト

ラブルまたは意見等がなかったことから、個人のレ
ベルでそれぞれが対策を講じた上で、ホールという
大きな空間で音楽を共有できたのではないかと考え
る。プログラムに関しては、吹奏楽曲を初めて取り
入れたことが、今回のプログラム全体のバリエー
ションだけでなく、バリ・チューバアンサンブルと
してのレパートリー拡充に繋がるということを聴衆
の 感 想 に よ り 確 認 す る こ と が で き た。 ま た、
Ludwig van Beethoven：Symphony No.5 を メ
インの楽曲として取り入れたことに関しては、アン
ケートの結果、好評であり大きな成果であった。一
方、バリ・チューバアンサンブルにおいてベートー
ヴェンのような古典派の作品を取り入れる場合、吹
奏楽曲やオリジナル作品、ロマン派以降のクラシッ
ク作品とのバランスを考慮した選曲およびプログラ
ム構成が必要となる。これは髙島とメンバーとの間
で今後のコンサート継続のための課題となった。

7．むすびに
本コンサートが開催される約2週間前の8月中旬、

新潟市の音楽ホールではジュニア合唱団による集団
感染（クラスター）が発生したという報告があった。
開催直前ということもあり、本コンサート開催が可
能かどうか不安があった。しかしながら、前述した
会場スタッフの徹底した感染対策と当日の聴衆に対
する対応・配慮により、コンサートが開催され、無
事終えることができたことは、今後活動していく上
で大変重要な経験であったと認識している。現在、
変異株が蔓延し収束の見通しが不透明である。その
中で研究活動を継続させていくために、今後も感染
症に関する正確な情報を収集し、状況に応じた対策
が必要になるであろう。そのためにも、関係各所と
の連携を密に継続していかなければならない。
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